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▽
　『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
号
が
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
講
演
会
は
春
・
秋

期
二
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
に
は
「「
か
け
が
え
の
な
い
私
」
を

取
り
戻
せ
！
│
格
差
社
会
・
仏
教
・
ダ
ラ
イ
ラ
マ
│
」
の
演
題
で
東
京
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授

の
上
田
紀
行
先
生
に
ご
講
演
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、十
月
十
六
日
に
は
「
禅
・
仏
教
と
現
代
科
学
の

接
点
」
と
題
し
て
広
島
国
際
学
院
大
学
名
誉
教
授
の
江
角
弘
道
先
生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
両
先
生
に
は
ご
多
忙
に
も
拘
ら
ず
遠
方
よ
り
お
越
し
い
た
だ
き
、
現
代
と
い
う
時
代
精
神
の
内
包

す
る
課
題
に
つ
い
て
大
変
示
唆
に
富
ん
だ
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
両
先
生
の
ご
厚
情
に
改
め
て

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
　
本
号
に
は
昨
年
度
講
演
会
で
講
師
を
お
勤
め
く
だ
さ
い
ま
し
た
吉
津
宜
英
先
生
か
ら
玉
稿
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、本
年
度
講
演
会
講
師
の
上
田
、江
角
両
先
生
に
も
寄
稿
論
文
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。
貴
重
な
研
究
成
果
の
掲
載
を
ご
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
本
年
度
九
月
に
本
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
九
回
学
術
大

会
の
パ
ネ
ル
発
表
「
現
代
人
の
「
い
の
ち
」
と
仏
教
」
の
報
告
を
特
別
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

▽
　
平
成
二
十
年
度
の
参
禅
会
研
修
旅
行
は
「
富
山
の
仏
教
文
化
と
黒
部
峡
谷
」
を
挙
行
し
ま
し
た
。

総
勢
三
十
四
名
が
参
加
さ
れ
、
宗
門
の
「
立
山
寺
」「
瑞
龍
寺
」
に
拝
登
を
果
た
し
、
さ
ら
に
真
宗

大
谷
派
井
波
別
院
「
瑞
泉
寺
」
や
臨
済
宗
の
「
国
泰
寺
」、
高
岡
大
仏
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。
三
日

間
の
小
旅
行
で
し
た
が
、
立
山
、
高
岡
な
ど
の
仏
教
寺
院
の
現
状
を
直
接
見
聞
す
る
こ
と
が
で
き

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
会
員
諸
氏
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▽
　
本
号
の
刊
行
に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
河
合
泰
弘
・
木
村
文
輝
両
先
生
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

▽
　「
禅
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
逐
次
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
当
サ
イ
ト
を
お
訪
ね
く
だ
さ

り
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 
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